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ン ・ フィルクル ー ズ」は
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受賞。 シェフや音楽家が
同行する旅などオリジナ
ル企画を多数実施。 カル
チャ ー ＆ホスピタリティー

を念頭に企画から添乗ま
で現場で陣頭指揮を執る。
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人材不足の影響でオフィスや店舗での営業時間
制限などで乗り切るケ ースが多いと聞く。

給料などの条件を大幅に改善しないと人材は
集まらないのではないかと語る経営者が多い。現
在の就活生は 「給料が高い」「休みが多い」 「仕
事が楽」という条件で働く場を選ぶ傾向があると
いう。好きなこと、やりたいことをじっくり考え
選択するより、周辺情報や友人の影響など、相
対的な条件比較で仕事を選ぶ人が多いようだ。

先日、パリの老舗ホテルがバー テンダーを募集
したところ、「なるべくオンラインでの仕事を希
望します」と履歴書のコメントにあったという。
洋の東西を問わず、仕事に対する向き合い方が
変わってきた。

さらに深刻なのはすぐに辞めてしまうことだ。
日経新聞の記事(5月8日）では新入社員の4割が

転職を検討。しかも退職願いはメー ルや代行業
者に依頼するケ ースが多いという。良しあしは別
としてそれが現実だろう。

コロナ禍の3年間、当社は苦渋の中で新卒募集
を継続した。オンラインの普及で会社説明や面
接も就活生が在宅のまま進めることができた。結
果、いままで以上に遠方の北海道や九朴I在住の
学生からも応募があった。恐らく多くの旅行会
社が募集を中断したため、旅行業を希望する熱
心な学生が集まってきたのだと思う。

逆境の時期に旅行会社に就職希望を貫いた学
生たちは自分の志を貰く覚悟のある若者なのだ
ろうと感じた。実際に入社した彼らはいままさに
生き生きと活躍し始めている。

数年前からはインタ ー ンシップを行っている。
学生時代から旅の仕事に志がある人を探すため、
理解のある大学数校と連携している。今年は初

めて 産官学連携を模したインタ ーンシッププログ
ラムを実施した。大学だけでなくカナダ観光局に
協力いただき、研修プログラムに参画いただいた。

学生は旅行会社だけでなく、観光局という外
部からのアドバイスも得られる。ちょうど 研修期
間中、渋谷のプラネタリウムを貸し切りにし て

オー ロラ ツアーをプレゼンテーションするイベント
があり、学生に会場の担当も体験してもらった。
お客さまとのコミュニケ ー ションを実体験する格
好の機会となった。

人手不足解消には学生たちに未来を感じる仕
事と映ることが大切だろう。旅行業界は夢のあ
る業界としてのイメー ジ転換が必要である。例え
ば海外ではトラベルデザイナーという表現が使わ
れるが、日本でも旅行代理店、ツアーオペレーター

ではなく、トラベルデザイナーに切り替えた方が
よい。

現在の若者が失敗を経験していない世代であ
ることを認識する必要もある。人生で初めて経
験することはすべ て検索して 予備情報を集め、
他人の事例を参考に行動するので、いままで大
きな失敗がなく、逆に未知の世界への体験にも
あまり積極的でない人が多い。

昭和世代のわれわれと、ゆとり教育で育った
若者たちとは考え方も社会環境も大きく変化し
た。上司が昭和のスタイルで若手社員にコミュニ
ケ ー ションをとろうとするとハラスメントになる
可能性が高い。私たち世代も時代にあったモデ
ルチェンジが必要だ。

魅力ある人間が働く職場だと感じられれば離
職率も下がるのではないか。私は学生の頃に職
業を選ぶ段階で先輩に言われた。「良い仕事をし
ろ」 「良い人と付き合え」、そし て 「たまには天
下国家を考えろ」。この信条をいまも大切に過ご
している。

（次回は9月2日号に掲載します）
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